
3 都市ビジョン実現のための計画 〈政策大綱〉

A 新しい都市核の形成

B 周辺都市拠点の配置と連携

C 港の整備と機能向上

D 総合交通と情報通信

100万人を超える背後圏を抱える新市の都市活動と高度化した都市機能を、特性に応じて3つ

の都市核で分担する新市となります。

中心部集中型ではなく、周辺の複数の都市拠点への分散を図り、地域特性に応じたネットワー

ク拠点とすることにより、新市全域の均衡ある発展を実現する新市となります。

物流とマリンリゾートが両立し、周辺部と連携して発展する多機能型の国際港となります。

体系的な交通網と情報ハイウェイが巡らされた基盤の整備のうえに、活発な都市活動、市民活

動が行われる新市となります。

自立した個々人が、それぞれの役割と責任を担いつつ、他者との連携・協力により、活躍できる

新市となります。

�

資源循環型社会システムに転換した世界に誇る居住環境の新市となります。

�

生涯を通じての学びの推進により、個々の市民の自己実現が図られる新市となります。

100万人を超える経済圏域の中枢拠点として、さらには、国土中央部（甲・信・越・駿）の枢要な

役割を担う都市として、政令指定都市レベルの経済生産力を持つ、ヒト、モノ、情報が活発に

行き交う新市となります。

�

個人の能力や適正に応じた幅広い職業選択ができる開放的で潤沢な労働市場を整備し、希

望を持って働く市民を支える新市となります。

市民、行政、企業の相互の信頼と適切な役割分担によってパートナーシップを確立し、市民と

行政が協働して築く、市民満足度日本一の新市となります。

�

スケールメリットを活かす等の行政改革を推進するとともに、レベルアップした行政による質の

高い行政サービスを享受できる新市となります。

A 新市が目指す人間福祉

B 人と地球に優しい快適環境

C 人格を高める文化創造と教育

A 独自の中枢経済圏域の確立

B 誇りに満ちて働く市民への支援

A 市民と行政のパートナーシップの確立

B 市民満足のための高次・高質な行政の推進

〈計画策定に際しての配慮事項〉

●時代や社会の潮流を的確に踏まえ、両市の個性や特性  

　を活かし、政令指定都市移行をも展望した計画とする。

●両市市民の夢や希望を実現していくための計画とする。

●両市の一体化を促進し、地域全体の均衡ある発展と     　

交流人口を意識した計画とする。

●東海地震をはじめとする災害に強いまちを実現していく　

ための計画とする。

●高次・高質な行政サービスの提供を目指す計画とする。
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